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待機児童問題

（待機児童）保育園に入りたいのに入れない子ども → 貧困、虐待、育児放棄

朝日新聞DIGITAL

（人数）

（年）

大きな変化は見られない

年別待機児童数

http://www.asahi.com/special/taikijido/
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待機児童対策協議会参加自治体への支援施策

待機児童問題

受け皿整備 保育人材の確保
地方自治体からの

提案型事業

評価指標の設定

見える化

全国厚生労働関係部局長会

https://www.mhlw.go.jp/topics/2020/01/dl/4_kodomo-01.pdf


保育の受け皿量の推移
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待機児童問題

受け皿整備 保育人材の確保

保育人材等

就職・交流支援

事業

潜在保育士の

再就職支援

地方自治体の

取り組み支援

評価指標の設定

見える化

全国厚生労働関係部局長会

https://www.mhlw.go.jp/topics/2020/01/dl/4_kodomo-01.pdf


潜在保育士
保育士の資格を保有していても
保育に関する仕事をしていない人

保育士等に関する関係資料

70万人
以上

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11901000-Koyoukintoujidoukateikyoku-Soumuka/s.1_3.pdf


保育士の登録者数と従事者数の推移

1193
1254

1322
1395

1471
1541

457 475 500 538 570 588

736 779
823 857

901
953

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

2013 2014 2015 2016 2017 2018

登録者数 従事者数 潜在保育士

（年）

（千人）

保育士の現状と主な取り組み

https://www.mhlw.go.jp/content/11907000/000661531.pdf


潜在保育士：保育士の仕事に就いてみたいか

33%

15%

51%

1%

ついてみたい

つきたくない

どちらとも言えない

わからない

（n=85）

保育士の働くに関する意識調査

https://8eight8.jp/wp-content/uploads/08eabc8af37ed6a41c1f5f4ea0dc6841.pdf


• 保育士・保育所支援センターの拡充

（マッチングシステムを導入する費用を支援）

• 保育所等が潜在保育士を非常勤として試行的に雇用する際に行う研修等に要
する費用を補助

• 再就職する際等に必要となる費用を貸し付け、２年間勤務した場合、

返還を免除

潜在保育士の再就職支援

全国厚生労働関係部局長会

前提条件：働きたいと思える保育所があること

https://www.mhlw.go.jp/topics/2020/01/dl/4_kodomo-01.pdf


潜在保育士：何がよければ保育士の仕事に就きたいか

保育士の働くに関する意識調査

（票数）

（n=85、複数回答可）

https://8eight8.jp/wp-content/uploads/08eabc8af37ed6a41c1f5f4ea0dc6841.pdf


年齢階級別に見た女性保育士の平均年収と人数の変化
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お金が一番の理由？

保育士等に関する関係資料

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11901000-Koyoukintoujidoukateikyoku-Soumuka/s.1_3.pdf
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どのような傾向が見られるか
同じ？異なる？

生 の声

テキストマイニング
（感情の定量化分析）

User Local AIテキストマイニング
保育士の働くに関する意識調査

https://textmining.userlocal.jp/
https://8eight8.jp/wp-content/uploads/08eabc8af37ed6a41c1f5f4ea0dc6841.pdf


分析結果①単語出現頻度

単語の重要度を表す



分析結果①単語出現頻度（名詞）



分析結果①単語出現頻度（動詞）



分析結果①単語出現頻度（形容詞）



分析結果②ワードクラウド



【中立】
85(人)×51(%)≒43(人)

85(人)×55.1(%)≒46(人)

分析結果③感情傾向

+12(人)

【ポジティブ】
85(人)×33(%)≒28(人)

85(人)×15.4(%)≒13(人)

【ネガティブ】
85(人)×15(%)≒13(人)

85(人)×29.5(%)≒25(人)

-15(人)

+3(人)

アンケートに答えた人数

「保育士の仕事に就きたいか」

アンケートの結果よりネガティブ

※「わからない」1%



分析結果まとめ

• 30代で2～6歳の子供を持っている女性が多い

• 人間関係がこじれやすいという特徴

• 働きたくても働けない

• アンケートの結果よりネガティブ
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考察

〈分析結果から〉

• 保育士自身も幼い子を持つ母親である

• 働きやすさを求めている

→働き方の制度や支援が必要

→短時間や希望する時間帯で働ける制度や施策



短時間正社員制度
勤務時間や勤務日数をフルタイム正社員よりも短くしながら

活躍してもらうための仕組み。

保育士等に関する関係資料

〈メリット〉

・就業時間に制約がある人たちに
就業の継続と機会を与える

・優秀な人材の確保・有効活用ができる

短時間正社員制度導入ナビ

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-11901000-Koyoukintoujidoukateikyoku-Soumuka/s.1_3.pdf
https://part-tanjikan.mhlw.go.jp/navi/


短時間正社員制度利用者の有無別事業所割合

72.1%

27.9%

制度あり 制度なし

27.7%

5.5%

17.1%

5.4%

5.9%

10.6%

27.9%

厚生労働省事業所調査

「小学校就学の始期に達するまで」を
対象とした割合を
もっと増やせるように

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/71-29r/03.pdf


• 残業を課すことができない

• 必要な経費が増える

短時間正社員制度を導入する
保育所への補助・支援

• 制度の内容をよく知らない…

短時間正社員制度の認知度向上

厚生労働省企業側が導入するメリット・デメリット

制度を導入する
保育所

育児との
両立ができる働き方

https://part-tanjikan.mhlw.go.jp/navi/download/pdf/survey_report_h27_chapter_2.pdf
https://saiyo-kakaricho.com/wp/webma/what_short-time_regular-employee/


まとめ

• 潜在保育士の復帰には、育児と仕事が両立できる制度や施策が必要である

• アンケート結果よりネガティブな傾向になった

今後の課題

・より多くのコメントからの分析が望ましい

・働いている間、自分の子供はどうするのか


